
YUFU
市報ゆふ 102015

vol.121

主な内容
・第２次由布市総合計画基本構想（案）・重点戦略プラン（案）に

ついての市民意見の募集について
・由布市みらいふるさと基金の運用状況に関する報告
９月１１日、由布高校で「由布高☆おやじの会・おやじの会ＯＢ会・ＰＴＡ」の皆さん手作り
の‘勝カレー’が、進路実現を目指す３年生にふるまわれました。

か つ
進路実現！！
『応援勝カレー』

か つ



市政ニュース

ふ
る
さ
と
由
布
へ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

行
政
相
談
週
間（
10
月
19
日
～
25
日
）の
お
知
ら
せ

第
2
次
由
布
市
総
合
計
画
基
本
構
想（
案
）・
重
点
戦
略
プ
ラ

ン（
案
）に
つ
い
て
の
市
民
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
年
金
や
道
路
と
い
っ
た
国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、

分
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。
由
布
市

で
も
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
３
人
の
行
政
相
談
委
員
が
、
毎
月
相

談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
定
期
の
相
談
会
に
加
え
て
、
３
人
の
相
談
委

員
に
よ
る
合
同
相
談
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

第
２
次
由
布
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想（
案
）・
重
点
戦
略
プ
ラ
ン（
案
）を
策
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
し
て

い
く
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

計
画（
案
）は
総
合
政
策
課
で
閲
覧
で
き
る
他
、
各
庁
舎
の
地
域
振
興
課
の
窓
口

お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
対
象　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
お
よ
び
市
内
に
事
業
所
を
持
つ
法
人
等

●
提
出
方
法　
10
月
27
日
㈫
ま
で《
必
着
》に
、
住
所
、
氏
名
、
在
学
・
在
勤
の

方
は
、
そ
の
名
称
と
住
所
を
記
入
の
う
え
、
窓
口
へ
提
出
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
総
合
政
策
課
企
画
調
整
係
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課
企
画
調
整
係
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

大嶋 昌子
 （おおしま　まさこ）

●
合
同
行
政
相
談
会

　
日
時　
10
月
21
日
㈬ 

午
前
10
時
～
正
午　
場
所　
湯
布
院
庁
舎
２
階
会
議
室

  （
定
期
の
行
政
相
談
会
の
日
程
は
、
今
月
号
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
総
務
係
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
（
内
線
２
０
５
）

一木 アサ子
 （いちき　あさこ）

𠮷野 宗男
（よしの　むねお）

①基金の状況（充当事業別内訳）
　⑴自然環境の保全および景観の維持、再生事業（第１号事業）へ充当する寄附金

申込年月日 寄付年月日 氏名または団体名 住　所 金額（円）
平成26年 3月 8日 平成26年 4月30日 イオン九州㈱様 福岡県福岡市 2,335,890 
平成26年10月 4日 平成26年10月 6日 佐々　義廣　様 非公開 10,000

他１件の寄付をいただきました。
　⑵青少年の健全育成、教育環境整備事業（第２号事業）へ充当する寄附金
　　１件（10,000円）の寄付をいただきました。
　⑶地域文化・伝統の継承および育成事業（第３号事業）へ充当する寄附金
　　寄付者なし
　⑷高齢者、地域福祉対策（第４号事業）へ充当する寄附金
　　１件の寄付をいただきました。
　⑸その他目的達成のため市長が必要と認める事業（第５号事業）へ充当する寄附金

平成26年12月16日 平成26年12月24日 濱澤　法生　様 京都市西京区 100,000
他13件の寄付をいただきました。

合計１９件、総額３，０７５，８９０円の寄付をいただきました。
②基金の積立額（Ｈ20～Ｈ25累計）

基金条例施行規則 事業メニュー 積立額　（円）
第３条１号事業 自然環境の保全および景観の維持、再生事業 9,617,639
第３条２号事業 青少年の健全育成、教育環境整備事業 1,105,000
第３条３号事業 地域文化・伝統の継承および育成事業 35,000
第３条４号事業 高齢者、地域福祉対策事業 2,152,000
第３条５号事業 その他目的達成のため市長が必要と認める事業 3,879,000

合　　　　　計 16,788,639
③基金の処分　平成24年度において、これまで寄付していただいた金額の一部（3000万円）

を由布市内の高校生、大学生に奨学金を交付するための「教育奨学資金貸付基金」に増資
させていただきました。今後も、寄付していただいた方のご意思を反映する事業を選定し、
事業実施させていただきます。

●問い合わせ　総合政策課企画調整係（庄内庁舎） ☎097−582−1111（内線226） 

由
布
市
み
ら
い
ふ
る
さ
と
基
金
の
運
用
状
況
に
関
す
る
報
告
（
平
成
26
年
度
分
）

　
由
布
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年
度
中
の
教
育
行
政
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
・

評
価
を
行
い
、
外
部
評
価
を
経
て
、
そ
の
結
果
を
報
告
書
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
詳

細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は
報
告

書
の
印
刷
物
を
準
備
し
ま
す
の
で
、
教
育
総
務
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
、
庄
内
公
民
館
、

挾
間
公
民
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
報
告
書
の
概
要
】

　
本
報
告
書
は
、
平
成
26
年
度
に
行
っ
た
教
育
委
員
会
の
活
動
、
教
育
委
員
会
が
管

理
・
執
行
す
る
事
務
、
管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務
の
３
項
目
に
つ
い
て
、

当
該
年
度
の
教
育
方
針
の
具
体
化
の
達
成
度
を
尺
度
に
点
検
・
評
価
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
結
果
は
、
事
務
改
善
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
の
活
動

　
12
回
の
定
例
会
と
３
回
の
臨
時
会
の
教
育
委
員
会
の
会
議
を
開
催
し
、
学
校
訪
問
や

各
種
研
修
大
会
へ
の
出
席
に
よ
っ
て
研
さ
ん
を
深
め
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
す
る
事
務

　
由
布
市
教
育
振
興
基
本
計
画
「
『
Ｇ
・
Ｅ
・
Ｎ
・
Ｋ
・
Ｉ
』
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

◆
管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務

　
《
学
校
教
育
》
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
コ
ス
モ
ス
」
の
設
置
等
に
よ
り
、
い
じ
め
・

不
登
校
対
策
に
進
歩
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
園
児
、
児
童
及
び
生
徒
並
び
に
地
域
の
実

情
に
あ
わ
せ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
《
生
涯
学
習
》
体
験
活
動
や
読
書
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
基
盤
と
し
て
の
施
設
の

整
備
・
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
権
教
育
・
啓
発
に
つ
い
て
は
、
現
体
制
の
中

で
は
、
軌
道
に
乗
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
２
２
１
・
２
３
５
）

平
成
27
年
度 

由
布
市
教
育
委
員
会
事
務
の
管
理
お
よ
び

執
行
状
況
に
関
す
る
点
検
・
評
価（
平
成
26
年
度
対
象
）の
報
告

第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
支
給
の
お
知
ら
せ

●
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
１
人
に
支
給
（
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名
国
債
）
。

⒈
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方 

⒉
戦
没
者
等
の
子 

⒊
戦
没
者
等
の

　
⑴
父
母

　
⑵
孫

　
⑶
祖
父
母

　
⑷
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。 

⒋
前
述
の
1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
り
ま
す
。

●
請
求
期
間

　
平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
4
月
2
日

※
対
象
者
に
よ
っ
て
提
出
書
類
が
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご
相
談
の
上
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。
な
お
、
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相

談
日
時
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
請
求
期
間
に
請
求
し
な
い
場
合
、
時
効
に
よ
っ
て
受
給
権
が
消
滅
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

　
挾
間
地
域
振
興
課
福
祉
係　
　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１　
　

　
庄
内
地
域
振
興
課
福
祉
係　
　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
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市政ニュース

●
対
象
者
　
由
布
市
の
方

●
開
催
日
時　
11
月
20
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
会
場　
は
さ
ま
未
来
館
2
階
大
研
修
室

 

（
由
布
市
挾
間
町
挾
間
１
０
４
番
地
1
）

※
説
明
会
は
午
前
お
よ
び
午
後
と
も
に
１
回
ず
つ
行

い
ま
す
。

※
説
明
会
会
場
に
は
説
明
会
用
の
駐
車
場
の
用
意
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
を
行
う
際
は
、
復
興
特
別
所
得
税
の
計

算
も
れ
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
大
分
税
務
署

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

４
１
７
１

平
成
27
年
分

年
末
調
整
説
明
会
日
程
表

《
入
学
一
時
金
10
月
募
集
に
つ
い
て
》

　

由
布
市
・
田
北
奨
学
会
で
は
平
成
27
年
度
か
ら

「
入
学
一
時
金
制
度
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
募
集

お
よ
び
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

●
対
象
者

　

保
護
者
ま
た
は
世
帯
主
が
１
年
以
上
由
布
市
に
在

住
し
て
い
る
人
の
お
子
さ
ん
で
、
大
学
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
学
校
へ
進
学
を
予
定
し
て
お
り
、
優
秀
な

資
質
を
有
し
、
経
済
的
事
由
に
よ
り
入
学
金
等
の
支

弁
が
困
難
な
人（
高
校
入
学
予
定
者
は
対
象
外
で
す
）
。

※
今
回
は
推
薦
等
で
平
成
28
年
４
月
か
ら
進
学
す
る

学
校
が
決
定
し
た
人
が
対
象
で
す
。

●
貸
与
金
額　
20
万
円
以
内

　
※
12
月
下
旬
に
振
り
込
み
ま
す
。

●
募
集
期
間　
10
月
８
日
㈭
～
11
月
13
日
㈮

　

募
集
期
間
終
了
後
に
選
考
を
行
い
、
奨
学
生
を
決

定
し
ま
す
。

●
そ
の
他　
貸
与
は
１
人
に
つ
き
1
度
限
り
と
し
ま
す
。

　

本
奨
学
金
は
貸
与
制
の
た
め
、
卒
業
後
に
返
済
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
入
学
予
定
で
貸
与
を
受
け
、
入
学
の
事
実

が
な
い
場
合
や
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
貸
与
を
受

け
た
全
額
を
平
成
28
年
５
月
ま
で
に
返
還
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
入
学
一
時
金
を
除
い
た
奨
学
金
は
来
年
４
月
募
集

と
な
り
ま
す
。

●
今
後
の
募
集
に
つ
い
て
（
年
３
回
行
い
ま
す
）

　
10
月
募
集
（
12
月
振
込
）

　
→
翌
年
度
の
4
月
に
入
学
（
予
定
）
の
人
※
今
回

　
１
月
募
集
（
３
月
振
込
）

　
→
翌
年
度
の
4
月
に
入
学
（
予
定
）
の
人

　
４
月
募
集
（
６
月
振
込
）

　
→
同
年
度
の
4
月
に
入
学
を
し
た
人
の
み　

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

　

大
分
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に
関
わ
る
巡
回
教

育
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
期
日　
12
月
１
日
㈫ 

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

●
会
場　
大
分
県
立
盲
学
校

●
対
象　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
、
児
童
、
生
徒
、

成
人
お
よ
び
そ
の
保
護
者
、関
係
者（
保
育
士
・
教
員

等
）

●
相
談
内
容　
家
庭
で
の
接
し
方
や
保
育
、
教
育
、

医
療
に
関
す
る
こ
と

●
申
込
方
法　
希
望
者
は
盲
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
相
談
票
を
本
校
あ
て
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
11
月
13
日
㈮

●
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

２
６
３
８

由
布
市
・
田
北
奨
学
会
奨
学
生

募
集
に
つ
い
て

視
覚
障
が
い
教
育
相
談（
巡
回
相
談
）の

お
知
ら
せ

●
出
店
者
説
明
会

　
日
時　
10
月
20
日
㈫　
午
後
１
時
30
分
～　

　
場
所　
庄
内
庁
舎
2
階
健
康
増
進
室

※
出
店
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
別
途
通
知
を

し
ま
す
の
で
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
出
演
者
説
明
会

　
日
時　
10
月
23
日
㈮　
午
後
２
時
～

　
場
所　
庄
内
庁
舎
２
階
中
会
議
室

※
出
演
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ご
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
庄
内
振
興
局
地
域
振
興
課

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

●
講
座
期
間　
10
月
28
日
㈬
～
２
月
24
日
㈬

　
　
　
　
　
　
原
則
毎
週
水
曜
日
（
全
15
講
座
）

●
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所　
挾
間
庁
舎
３
階
会
議
室

●
対
象
者　
農
業
の
担
い
手
（
認
定
農
業
者
・
集
落

営
農
組
織
・
一
般
農
業
者
等
）

●
内
容　
農
業
者
の
た
め
の
経
営
管
理
講
座

　
　
　

 

（
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
経
営
管
理
実
習
）

●
講
師　
森
川
詔
也
氏

　
　
　

 

（
農
業
経
営
指
導
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）

●
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）　

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－
１
１
１
１

 

（
内
線
１
３
３
６
）

「
第
34
回
庄
内
町
ふ
る
さ
と
祭
り
」

出
店
・
出
演
者
説
明
会

農
業
経
営
管
理
講
座
の
開
講
に
つ
い
て

（
農
業
簿
記
）

平
成
28
年
度

鳥
獣
害
対
策
事
業
の
お
知
ら
せ

鉄線柵（個人向け）購入費の一部を補助します

電気柵設置費の一部を補助します

侵入防止柵設置補助事業について

　補助額等、詳しくはお問い合わせください。
　各補助事業を希望される場合は、要望書（窓口に設置しています）
に、位置図・概要図等を添付して、各窓口まで申し込みください。
※設置は市からの交付決定後になります
●受付期間　10月19日㈪～11月30日㈪
●提出先・問い合わせ
　挾間町内の方　　農政課（挾間庁舎）　　　☎097−583−1111（内線1325）
　庄内町内の方　　地域振興課（庄内庁舎）　☎097−582−1111（内線118）
　湯布院町内の方　地域振興課（湯布院庁舎）☎0977−84−3111（内線217）

　イノシシ・シカによる農林産物への被害を防止するために、鉄線柵を設置する農林業
者に対して、設置する材料費の一部を補助する事業です。
●補助対象基準
・由布市に住所があり、平成28年度において新たに鉄線柵を100ｍ以上設置予定の農林

業を営む方。
・事業費１ｍあたり810円を上限に２/３以内を補助します（総事業費上限有り）。

　イノシシ・シカによる農林産物への被害を防止するために、平成28年度新たに電気柵
を設置する農林業者に対し、設置する経費を県と市が補助する事業です。
●補助対象
・由布市に住所があり、平成28年度新たに電気柵１セットを購入予定の方。
・事業費の２/３を補助します（総事業費上限有り）
※地区等で、鉄線柵を下記の侵入防止柵設置補助事業で設置した場合は対象外となります。

　イノシシ・シカによる農作物への被害防止を目的として、防護柵の設置を予定する自
治区等（営農集団・農事組合法人等）に対して、防護柵の原材料を支給します。なお、
予算の都合により、要望多数の場合は翌年以降になることもあります。
●注意事項
・支給した防護柵は、自治区等（申請者）で設置していただきます。
・要望した距離がその年の実施延長となりますので、申し込み前に十

分自治区（集団・法人）で協議を行った上で申し込みください。
・多年度設置はできません。

 「すべての住宅」への住宅用火災警報器の設置が義務化されています。
　住宅火災では逃げ遅れによる被害が発生しています。住宅用火災警
報器の設置によって火災の発生を早く知り、逃げ遅れを防ぐ効果が期
待できます。
　大切な家族の命を守るためにも、全戸設置をお願いします。
●電池切れにご注意！！
　新築住宅への住宅用火災警報器設置義務から、まもなく10年を迎えます。電池の寿命がきている機種は
ありませんか！？　電池切れの場合、いざというとき作動しない場合があります。設置から10年以上経過
している場合は、「電池切れ」や「機器本体の故障」の恐れがありますので速やかに本体の交換をお勧めし
ます。取扱説明書などを確認して、点検をしてください。
●問い合わせ　消防本部予防課　☎097−583−1500

住宅用火災警報器について
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　７月28日から31日までの４日間、広島県
で「第53回全国高等学校ライフル射撃競技
選手権大会」が開催されました。由布市から
は由布高等学校の射撃部が出場し、団体の部
で初優勝、個人の部で５位入賞と優秀な成績
を収めました。９月10日に生徒たちが庄内
庁舎を訪れ、島津副市長に全国大会の結果や
その他大会の報告をしました。皆さんの今後
の活躍
を期待
してい
ます。

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

由布市内で今年度最高齢となるかたがたのお祝いへ、首藤市長が訪問しました。

最
高
齢
者
を
祝
っ
て

寿
長

　９月14日から15日にかけて、湯布院町湯平
で「谷川神社秋の大祭（白熊まつり）」が開
催されました。これは長年続く伝統のお祭りで、
今年も秋の収獲を祈願し、毛ヤリを掲げた白熊
行列や神輿の練り歩きなどが行われました。
身にまとう衣装や毛ヤリなどは、宝くじの公
益金を財源とするコミュニティ助成事業によ
り新調されました。

伝
統
を
継
承
し
て

　９月５日から６日にかけて、「第２５回ゆ
ふいん盆地ＳＰＡ健康ウォーク＆マラソン大
会」が開催されました。当日はあいにくの雨
にもかかわらず、ウォーク・マラソン合わせ
て約1,200人が参加。マラソンでは２・５・
10㎞の各コースを、由布院盆地の風を感じ
ながらそれぞれが気持ちよくゴールを目指し
ました。参加者たちの想いも届き、大会途中
からは青空が広がる最高のマラソン日和とな

りました。

雨
に
も
負
け
ず
力
走
！

快
挙
！

初
優
勝
を
飾
る

優
勝

日
々
の
鍛
練

　８月26日、岡山県で開催された「第１回防
具付全日本空手道選手権大会」で優勝をはじ
め優秀な成績を収めた、日本傳

で ん

少林寺流空手
道勇武館大分由布地区本部創凛塾の塾生が
庄内庁舎を訪れ、首藤市長に大会の報告を
行いました。型試合低学年の部で優勝した原
真

ま り も

凛萌さん（挾間小１年）は、「優勝できて嬉
しかった」と試合中とは違う穏やかな表情で
話してくれました。

◀ゴール後に完走証もらう
参加者の様子

　今年の２月３日、庄内町櫟木の日野孟政さんが
106歳を迎えました。明治42年生まれで、出身は
同町櫟木の日野さん。高齢のため耳はあまり良くあ
りませんが、現在も介助なしで寝たり起きたりがで
き、家の庭の草むしりや花の手入れをご自身で行い
ます。首藤市長の訪問を楽しみにしていた日野さん
は、朝早くからスーツに着替え準備をしていたそう
です。いつまでもお元気でいてください。

　今年の10月８日、小野チエノさんが106歳を迎
えました。小野さんは、挾間町小野の出身で明治
42年生まれ。趣味はお手玉作りで、町内の幼稚
園にこれまで100個以上寄付をし地域に貢献して
きました。現在はベッドや車いすでの生活を送っ
ていますが、体調は良く３食しっかり食事を取り、
声をかけると返事をしてくれるそうです。これか
らもお体に気をつけ長生きしてください。

大
会

快
挙
！

大
分
県
新
記
録
更
新

大
会

　８月18日から21日にかけて北海道で行わ
れた「全日本中学校陸上競技選手権大会女子
砲丸投げ競技」において、挾間中学校３年の
大谷夏稀さんが、40年ぶりに大分県新記録
を更新し見事全国２位になりました。８月
26日には、同じく陸上部で全国大会に出場
した麻生裕紀さんと、柔道部の名郷未祐さん
が庄内
庁舎を
訪れ、
首藤市
長に大
会の報
告をし
ました。

　８月17日、地域ふれあい隊として、大分
大学の河野貴裕さんがくすのき児童クラブの
子どもたちと交流しました。由布市地域ふれ
あい隊制度は、大学生が地域住民や各種団体
の方とともに活動を通じて交流し、地域活動
を円滑に進展させることを目的としています。

河野さんは、子
どもたちの宿題、
遊びの見守りな
ど楽しく活動を
し「また機会が
あればいろいろ
な活動に参加し

たい」と話
してくれ
ました。

　８月29日、「第44回全国消防救助技術大
会」が神戸市で行われ、大分県代表として由
布市消防本部の宮本智史さん、佐藤龍治さん、
詣坂光希さんが“ほふく救出の競技”に出場し
ました。日々の訓練の成果を十分に発揮し、
41.70秒の好タイムで見事入賞を果たしまし
た。今後のさらなる活躍に期待しています。

　８月27日、挾間幼稚園で老朽化に伴う園
舎改築工事の安全祈願祭が行われました。当
日は晴天の下、首藤市長をはじめ関係者ら約
40人が出席し工事の安全を祈願。新しく建
築される園舎は増加した園児数への対応とし
て、平屋建てから２階建てに変わります。園
舎は平成28年１月下旬の完成を予定してい
ます。

安
心
・
快
適
な
幼
稚
園
舎
に

式
典

快
挙
！
全
国
大
会
入
賞

大
会

由
布
市
地
域
ふ
れ
あ
い
隊

活
動

り
祭

会
大
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　８月27日、「第22回暴力追放・銃器根絶大
分県民大会」が中津市文化会館で開催されま
した。当日は由布市暴力絶滅対策協議会も参
加。大会は県警音楽隊のアトラクションに続
き、第一部では暴力追放活動・暴力追放事業
支援に功労があった団体・個人の表彰や名誉
会長の広瀬知事のあいさつ、来賓祝辞に続い
て大会宣言が行われました。第二部では福岡
県「 南 蔵
院 」の 林
住職によ
る特別講
演が行わ
れ閉会と
なりまし
た。

り

　８月31日、挾間町の赤野自主防災会が、
発電機や投光器、救助工具セットなどの防災
資機材備品購入費の助成を受けました。この
助成は、平成２７年度宝くじの収益金を財源
とするコミュニティ助成事業によるもので、
代表者の中尾高通さんは「防災上必要な資機
材を揃えることができ感謝しています。今後
も防災訓練等を通して有効に活用させていた
だきます」と話してくれました。

　９月６日、庄内町大津留地区で「平成27
年度由布市庄内地域防災訓練」が行われ、由
布市の災害ボランティアバイク隊が参加し
ました。同隊は、災害時に車では行けない地
域へ出向き、リアルタイムでの情報の収集や
伝達を行います。当日は土砂災害を想定して、
孤立地域まで実際に走行し、消防団、災害対
策本部と連携した訓練を行うことができまし
た。今後も突然の災害に備え、定期訓練や林
道マップの作成などを行っていきます。

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
た
め
に

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

地
域

第
22
回
暴
力
追
放
・

銃
器
根
絶
大
分
県
民
大
会
開
催

大
会

由
布
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
ク
隊
出
動

訓
練

　勇壮に、時にはユ
ーモラスに、先人か
ら脈々と舞い継がれ
ている庄内神楽。
今年は２日間にわた
って開催されます。
　当日は庄内の神楽
座や保育園児、由布
高校、また湯布院地
域や県外の神楽座も出演します。
　神楽ざんまいの１日をお楽しみください！
◆とき　11月２日㈪ 午後２時～午後５時
　　　　 　３日（火・祝） 午前８時～午後７時 
◆ところ　庄内総合運動公園神楽殿
　　　　 （雨天時：庄内屋内競技場）
◆入場料　２日：300円（高校生以上）
　　　　　３日：500円（高校生以上）
問庄内振興局地域振興課　
　☎097–582–1111（内線115）

　神楽や芸能などの
イベントや地元の農
産物販売、佐伯市の
海産物販売など目白
押し。ステージ上で
は、陣屋太鼓や神楽
の演舞、文化協会に
よる芸能のほか、こ
どもダンスフェスタ
やスポーツ体験コーナーなど、見るだけではなく参加して
いただいて楽しめる多彩な催しが行われます。
◆とき　11月14日㈯～15日㈰ 午前９時30分～
◆ところ　挾間町中洲賀グラウンド
問挾間振興局地域振興課（きちょくれ祭り事務局）
　☎097–583–1111（内線1223）

　文化の振興と秋の実りに感謝するお祭
りです。
◆とき　11月１日㈰
　　　　午前10時～午後３時30分

◆ところ　川西地区公民館
◆内容　作品展示、芸能発表、神楽、バザーなど予定
 （作品展示のみ10月26日～11月１日※当日は午後３時まで）
 （土日を除く午前９時～午後５時まで）
問川西地区公民館　☎0977–84–5022

　湯平地区の恒例行事。ぜひ湯平地区公
民館へお越しください。
◆とき　11月１日㈰
　　　　午前９時30分～午後３時

◆ところ　湯平地区公民館
◆内容　文化作品展示・芸能発表・子ども神楽
　　　　新米のすくい取り、福引き抽選会、バザーなど
問湯平地区公民館　☎0977–86–2232

　今回の出演は並若神楽社です。秋の夜
長に、伝統の舞をゆっくりと堪能しませ
んか？
◆とき　10月24日㈯ 午後８時30分開演

◆ところ　湯布院公民館
◆入場料　500円（小学生以下無料）
問商工観光課（湯布院庁舎）
　☎0977–84–3111（内線513）

　今年のふるさと祭
りでは、２日にカラ
オケ大会や花火大会、
３日にお楽しみ抽選
会など来場者参加型
イベントを予定して
います。地元の特産
品や物販も行われる
ので楽しめるイベン
ト間違いなしです！
◆とき　11月２日㈪ 正午～
　　　　 　３日（火・祝） 午前８時～ 
◆ところ　庄内総合運動公園多目的広場
問庄内振興局地域振興課
　☎097–582–1111（内線117）

第30回はさまきちょくれ祭り2015

第20回かわにし文化収穫祭 第40回湯の里ふれあいまつり

由布院温泉神楽“月一の奉”

秋YUFU
のイベント情報

第２6回庄内神楽祭り

第34回由布市庄内町ふるさと祭り

11/1㈰ 11/1㈰

11/14㈯
〜15㈰

10/24㈯　公民館を利用する団体等が学習成果を
発表するお祭りです。お楽しみ抽選会も
ありますので、多くの皆さんのご来場を
お待ちしています。

◆とき　11月７日㈯～８日㈰ 午前10時～
◆ところ　湯布院公民館
◆内容　作品展示、芸能発表、バザーなど予定
問湯布院公民館　☎0977–84–2604

第48回湯布院公民館まつり
11/7㈯

〜8㈰

11/2㈪
〜3( 火・祝）
11/2㈪

〜3( 火・祝）

11/2㈪
〜3( 火・祝）
11/2㈪

〜3( 火・祝）

　８月26日、「第９回由布市畜産品評会」が
庄内町龍原のしろやま畜産検査場で開催され
ました。当日は農家自慢の牛４３頭が出品さ
れ、工藤政吉さん（庄内町野畑）が出品した
「ふくしげ号」が見事、グランドチャンピオ
ンに輝きました。第１区～５区で最優秀賞に
選ばれた若雌牛21頭が９月28日に開催され
た 大 分 地
方 畜 産 共
進 会 に 出
品 さ れ ま
した。

　９月28日、「第50回大分地方畜産共進会」が庄内町龍原のしろや
ま畜産検査場で開催されました。当日は、大分市、臼杵市、由布市
から合計34頭の牛が出品。第１区～６区に分かれ審査を受け、工

藤眞次さん（庄内町
阿蘇野）出品の「よ
しふく１号」が見事、
グランドチャンピオ
ンに輝きました。ま
た、各区で最優秀賞
に選ばれた牛の中か
ら13頭（由布市か
ら12頭）が、10月
24日に別府市で開
催される第76回大
分県畜産共進会に出
品されます。

第
50
回
大
分
地
方
畜
産
共
進
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

産
畜

第
９
回
由
布
市
畜
産
品
評
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

畜
産

最優秀賞（◎は県出品牛）　※敬称略

第１区 ◎むつみひら
◎たまひめ

加藤  浩二（庄内町野畑）
工藤　健治郎（庄内町野畑）

第２区 ◎ゆりひめ
◎ふじひめ２３

木村　義彦（湯布院町川上）
和田　重勝（大分市今市）

第３区
◎よしふく１
◎はなかつ１１
はなひさ
のりこ

工藤　眞次（庄内町阿蘇野）
工藤　眞一（庄内町阿蘇野）
和田　清秀（大分市上詰）
小野　美代子（挾間町筒口）

第４区 ◎ふくしげ
◎さくらこ

工藤　政吉（庄内町野畑）
浦田　貴祥（湯布院町川上）

第５区 ◎あやひら８
◎しまさくら

佐藤　雅恵（湯布院町川上）
河野　金子（湯布院町川上） 

第６区
◎ゆりこ２
◎ゆりこ３
◎ゆりひさ２

河野  正人（湯布院町川上）
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健康ナビ

11月1日㈰ 午前10時～午前11時30分
●受付　午前9時30分～午前10時　　　●会場　庄内公民館　大ホール
●当日の持ち物　水分補給できる飲み物・室内履き用の運動靴・タオル
　　　　　　　　運動できる服装でお越しください。
レクリエーションと運動実技を行います。
申し込みの必要はありません。直接会場へお越しください。
(挾間・湯布院からマイクロバスを利用される方は利用申し込みが必要です)

マイクロバスのご利用について
挾間・湯布院からそれぞれマイクロバスをご用意しています。
乗車定員がありますのでご利用の方は申し込みをお願いします。
挾　間⇒挾間健康センター　　　☎097-583-1111(内線2121)
湯布院⇒健康増進課介護保険係　☎0977-84-3111(内線351)

●問い合わせ　健康増進課介護保険係（湯布院庁舎）　☎0977-84-3111（内線351）

●問い合わせ　健康増進課介護保険係（湯布院庁舎）　☎0977-84-3111（内線351・352）

楽しくからだを動かそう in ゆふ

10 月 1日から介護保険法改正による
介護予防・日常生活支援総合事業がはじまります

　介護予防・日常生活支援総合事業は、65歳以上のすべての方を対象とした介護予防事業です。介護認定を受
けていなくても、一人ひとりの生活にあわせた柔軟なサービスを気軽に利用することができます。また、これま
で介護保険で行っていた要支援１および要支援２の方向けの介護予防サービスの一部も利用することができます。

詳しくは別途配布のA3チラシをご覧ください

日常生活でお困りのことができたときは、
市役所各庁舎の介護保険窓口や地域包括
支援センターにご相談ください。心身や
生活の状況によっては、基本チェックリ
ストによる確認で、サービスや支援を受
けたり、地域の通いの場に参加いただく
ことができます。

利用者の希望などを踏まえた地域包括支
援センター等による予防プランの作成に
おいて、専門職による支援が必要と判断
された場合は、引き続き従来型の訪問介
護や通所介護を利用することができます。

どうやって利用・参加できますか？ 現在利用しているホームヘルプサービスや
デイサービスは継続利用できますか？

運動をはじめるきっかけがない…
はじめても続かない…

きっかけの のれん くぐりませんか？

楽しく体を動かすことを身につけて

メタボ予防
ロコモ予防

につなげよう！
講師
元気づくり支援研究会
健康運動指導士

木元 雪絵氏
昨年の様子です♪

参加を
お待ちして

います！

参加者募集参加者募集

休日当番医 くるくるリサイクル in はさま

くるくるリサイクル in ゆふいん

　11月中、挾間健康センター前で子ども服
の交換会「くるくるリサイクルin挾間」を開
催しています。ぜひのぞいてみてください。
　また、ご不要になった子ども服の提供も募
集しています。

　お子さんの成長過程で不要になったものを
必要な方へと提供する「くるくるリサイク
ル」を開催します。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

健康カレンダー

心の相談

■ 内科・外科医

10/11 (挾)何松内科循環器科 097-583-1131
10/12 (庄)庄内診療所 097-582-3600
10/18 (湯)日野病院 0977-84-2181
10/25 (挾)川崎内科 097-583-5211
11/ 1 (湯)JCHO湯布院病院 0977-84-3171
11/ 3 (庄)宮崎医院 097-582-0345
11/ 8 (湯)秋吉医院 0977-86-2241
11/15 (庄)おざきホームケアクリニック 097-582-0013

(小児科)新こどもクリニック 097-583-8277

■ 歯科医

10/11 (湯)森の歯医者さん フォレストデンタルクリニック 0977-85-4747
11/ 8 (湯)歯科吉村医院 0977-84-2077

●収集日　10月15日㈭～随時
●開催日時　11月４日㈬ ～11月30日㈪ 午前９時
●場所　はさま未来館１階　健康センター

〔お願い〕洗濯できるものはきれいにして持ってき
てください。名前入りのものはマジック等で名前を
消してください。

●問い合わせ
　はさま未来館健康センター
　☎097-583-1111(内線2125)

●開催日　11月２日㈪～６日㈮ 
　　　　　※３日㈫はお休みです
●時間　午前10時～午後５時
　　　　(最終日は午後３時まで）
●場所　湯布院コミュニティセンター２階
　　　　(湯布院庁舎向かいの建物)
●内容　子ども服(冬物中心、120㎝以上もあります)
　　　　子ども用品、おもちゃ等

〔協力のお願い〕健康増進課窓口で不要になった子
ども用品の回収を随時行っています。洗濯できるも
のはきれいにして持ってきてください。

●問い合わせ
　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎0977-84-3111(内線364)

■ 挾間 挾間健康センター

10/28㈬ 10～11ヵ月児健診 13：15～受付
11/11㈬ 1歳6ヵ月児健診 13：15～受付

ちびっこ広場 （９：30～11：30 挾間健康センター）
10月９日・16日・23日・30日、11月６日・13日

11月6日は風船で遊ぼう♪

■ 庄内 庄内保健センター

10/16㈮ 10～11ヵ月児健診 13：15～受付
11/ 6㈮ 幼児健診 13：15～受付

■ 湯布院 ゆふいん子育て支援センター

10/27㈫ 10～11ヵ月児健診 13：00～受付
11/ 5㈭ 1歳6ヵ月児健診 13：00～受付

●中部保健所由布保健部
　☎097-582 -0660　※要予約
　10月23日㈮・11月27日㈮　午前10時～正午
●挾間健康センター
　☎097-583 -1111(内線2120)　※要予約
　11月13日㈮ 面談：午後１時～午後２時30分
　  電話：午後３時～午後４時30分

不妊（不育）についての個別相談会
大分県不妊専門相談センターでは、専門相談員（助産師）による不妊・不育に関する個別相談会を実施します。
治療中のご夫婦やご家族、結婚準備中のカップルの方など、１組30分程度の個別相談です。
●事前の予約が必要です
●日時　11月24日㈫　午後１時30分～午後３時　※個別の時間帯は予約状況により調整します。
●会場　大分県中部保健所由布保健部　診察室　●定員　３組まで　●参加料　無料　
●申込先・問い合わせ
　大分県中部保健所由布保健部　☎097-582-0660　平日午前９時～午後５時

ホームページもご覧ください。
大分県不妊専門相談センター hopeful
http://www.med.oita-u.ac.jp/hopeful/

相談員の
ブログもあります

健康
マイレージ

1000P
進呈

1011 2015.10　市報ゆふ 市報ゆふ　2015.10



逆転劇
　９月 19 日、ＦＣマルヤス岡崎戦がアウェイで行われました。開始１
分、ヴェルスパは直接ＦＫをヘディングで合わせ見事先制点を決めま
す。しかし、ここからマルヤス岡崎が３点を奪う猛攻をしかけ前半終了。
後半に入り点を取り返そうと攻めるヴェルスパ。しかし、逆に点を奪われ１－４で
試合終了。課題が残る試合となりましたが、次節に活かして頑張れ！ヴェルスパ！

今後の試合日程
▶10月18日㈰
　流経大ドラゴンズ龍ヶ崎

 龍ヶ崎 13：00 キックオフ

▶10月24日㈯
　奈良クラブ

 大分佐伯 13：00 キックオフ

▶11月１日㈰
　ＦＣ大阪

 ヤンマースタ 13：00 キックオフ

▶11月７日㈯
　ＭＩＯびわこ滋賀

 東近江 13：00 キックオフ

▶11月15日㈰
　ファジアーノ岡山ネクスト

 大銀サＡ 13：00 キックオフ

健康ナビ
集団健診　追加健診日のお知らせ

国民健康保険からのお知らせ  ジェネリック医薬品でご家庭の医療費の節約に！

ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは？

日　　　程 場　　　所 受　付　時　間
挾 間 地 域 11月12日㈭ はさま未来館健康センター 　午前９時30分～午前11時00分

庄 内 地 域 11月10日㈫ 庄内保健センター 　午前９時30分～午前10時30分

湯布院地域 11月18日㈬ 湯布院コミュニティセンター 　午前９時30分～午前10時30分
●健診に必要な物
　①40歳未満の方（健康保険の種類は問いません）

・由布市民ということが証明できる物
 （健康保険証、運転免許証等） 
・健診料
 （基本健診：1,000円、胸部レントゲン：1,340円）

　②40歳以上の方
・特定健診（健康診査）受診券
・健診料（基本健診：加入保険によって異なります、

胸部レントゲン：無料）
・健康保険証
※年齢や加入している健康保険によって健診料や健診

に必要な物が異なります。
●由布市国民健康保険に加入している方へ
　①料金　1,000円
　②期間　平成27年11月末日まで
　③健診場所　上記の集団健診と由布市内の医療機関等

　先発医薬品と効能・効果、用法・用量が原則的に同一であり、先発医薬品と同等の効果作用が得られると国が
認めた医薬品をいいます。お薬は開発されると一定期間特許がつきますが、その特許の期限が切れるとジェネ
リック医薬品（後発医薬品）が製造できるようになります。研究開発に要する費用が低く抑えられることから、
先発医薬品に比べて薬価が安くなっています。

●ジェネリック医薬品希望カードは保険課または各地域振興課の保険係窓口に置いて
います。ご自由にお持ちください。

●問い合わせ　保険課保険係（湯布院庁舎）☎0977-84-3111

健診忘れちょったわ。
そろそろ夫と
行くわね。

　すべてのお薬にジェネリックが開発されているわけではありません。ま
た患者さんのお体の調子に合わせたお薬を飲むことが大事です。ご希望の
方は、かかりつけのお医者さんまたは薬剤師さんにご相談されてみてくだ
さい。

お父さん、お母さん、
私たちのためにも
健診うけてね。

特定健診ＰＲ活動
　各地域の夏祭りで健診受診勧
奨うちわを配布しました。
　たくさんのご家族の方に受け
取っていだたきました。

受診場所や受診方法にご不明な
点がある方は保険課までお問い
合わせください。

●問い合わせ　保険課保険係（湯布院庁舎）　☎0977-84-3111（内線337・338）

県内一周駅伝大会（連載第６回）
〜運動の秋〜
●練習会のお知らせ
　日時：第２・４土曜日の
　　　　午前６時30分から
　場所：挾間多目的公園
　　　 （挾間町同尻自治区内）ほか
●問い合わせ
　由布市体育協会事務局（スポーツ振興課内）
　☎0977－84－3111（内線552） 

平成27年度（第８回）挾間町体育協会旗・大分合同新聞挾間ＰＣ杯争奪
挾間町職域対抗ナイターソフトボール大会
　挾間町内の職場や職域から13チームが参加し、５日
間の熱戦の末、ワタキューセイモア・ブラックファイ
ターズチームの５連覇で幕を閉じました。
◆優　勝　ワタキューセイモア・ブラックファイターズ
　準優勝　スポーツ推進委員とその仲間たち
　第三位　消防本部　、審判部

挾間町体育協会主催

頑張れ！

ヴェルスパ大分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

平成27年度の県内一周駅伝は次の日程で行われます。
◆第58回大会　平成28年２月21日㈰開会式
　　 　　　　平成28年２月22日㈪～26日㈮大会

もっと知ろう！県内一周駅伝大会

第６８回大分県民体育大会
　９月12日から14日までを主日程として、大分
（大分市および由布市）ブロックを中心に開催
されました。総合開会式では、出場郡市などの
プラカードを持って挾間陸上クラブに所属する
児童17人が役員選手団とともに入場行進を行い
ました。
　由布市は28競技に監督・選手約500人が参加。
成績は16郡市中、総合９位（Ｂ部４位）でした。
　主な入賞競技および被表彰者は次のとおりです。

【団体】 ２位　アーチェリー
 　　　なぎなた・ゲートボール男子
 ３位　バスケットボール男子
 　　　卓球女子・サッカー
 　　　ハンドボール・ゴルフ

【被表彰者】敬称略
　３０回出場　安部　次郎（ソフトテニス）
　　　　　　　田邉　孝次郎（ソフトテニス）
　２０回出場　安東　敏明（テニス）
　　　　　　　水永　和美（テニス）
　　　　　　　佐藤　まきこ（ソフトテニス）
　　　　　　　鷲尾　紀子（テニス）
　１０回出場　菅原　郷子（テニス）
　　　　　　　森田　広志（ソフトテニス）
　　　　　　　板東　登志雄（テニス）
　　　　　　　江口　明（柔道）
　　　　　　　佐藤　宗由（ソフトテニス）
　　　　　　　冨永　和代（ソフトテニス）

選手宣誓を行った由布市の
平石瞳美（バドミントン競
技）選手（写真：左側）▶

由布市の役員選手団と
プラカードを持つ挾間
陸上クラブの児童▼
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10月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

11月の休館日　2日㈪・3日㈷・9日㈪・16
日㈪・23日㈷・24日㈫・30日㈪

『母は汚屋敷住人』
高嶋　あがさ　著
一般　493.7／タ

『日本の伝統野菜』
板木　利隆　監修

しらべ学　626／ニ

『育てておいしいヘルシー植物』
ＮＨＫ出版　編

くらし　617.7／ソ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!

新着図書一覧 〜新着図書の一部を紹介します〜
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 210.7 ハ 賊軍の昭和史

挾　
間

郷土 H290 ヤ 47都道府県庁所在都市　西日本編 －デジタル鳥瞰－
一般 327.1 オ いい弁護士の選び方上手な付き合い方 健康 S491.5 ズ 図解でよくわかる毒のきほん　　
一般 480.4 マ 生きものの持ちかた －その道のプロに聞く－ 健康 S494.5 オ がんとの賢い闘い方 －「近藤誠理論」徹底批判－
一般 913.6 ハ 鬼神の如く －黒田叛臣伝－ くらし 589.2 シ 何を着るかで人生は変わる －「センス」よりも、大切なこと－
一般 917 ソ 人間の分際 子育て 379.9 ハ 母も娘も幸せになる女の子の育て方
文庫本 B913.6 サ 桜（はな）吹雪（新・酔いどれ小籐次３） 絵本 E ア あしにょきにょきにょき
趣味娯楽 Ｐ 789.9 イ とっさのときにすぐ護れる女性のための護身術 絵本 E オ お～いシーモア！ －スペシャルなチャレンジミッケ！－
湾曲 625 ゲ 厳選フルーツ手帖（知ればもっとおいしい！食通の常識） しらべ学 289 シ マルガレーテ・シュタイフ －世界ではじめてテディベアをつくった起業家－
ヤング Y913.6 ニ 掟上今日子の挑戦状 児童 913 サ むらさき色の悪夢（ナツカのおばけ事件簿１４）

庄
内

一般 019.1 サ 本をサクサク読む技術 湯
布
院

一般 364.4 ミ 介護保険活用法Ｑ＆Ａ
一般 288.4 コ 美智子さまマナーとお言葉の流儀 一般 538.6 ド ドローンのすべて
一般 913.6 ホ 武士道ジェネレーション 一般 913.6 カ トンネルの森１９４５

三好 春樹

角野 栄子

湯布院図書館 庄内図書館 由布市立図書館

DEAR
図書館だより

—2015.10—

　家中足の踏み場
もなく、どうみて
もゴミなのに使う
と言い張り捨てる
と怒る…そんな母
と戦う娘の苦労を
描 い た コ ミ ッ ク
エッセイです。

　漢方でもおな
じみの体に効く
植物や、食べて
元気になる野菜
など全130種類
を紹介。おいし
く食べるための
レシピも掲載し
ています！

　私たちが食べて
いる野菜には古い
品種があり、それ
らを「伝統野菜」
と呼んでいます。
日本各地の野菜の
歴史を感じる１冊
です。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

半藤 一利ほか

葉室 麟
曽野 綾子
佐伯 泰英

西尾 維新
斎藤 孝

誉田 哲也

2015・第69回　読書週間
●期間　10月27日㈫～11月９日㈪　　●標語 「いつだって、読書日和」

由布市立図書館　読書週間特別企画・特別展示のご案内
●特別展示
　「ブックギフト　－いつだって、読書日和－　第１弾」（９/30 ～ 10/25）　「第２弾」（10/28 ～ 11/22）
　読書の秋にちなんだ本の詰め合わせギフトを用意しました。毎年好評の“どんな本が入っているかは開けてみてのお楽しみ袋”です。
　「由布市立図書館　歴代ベストリーダ」（９/30 ～ 10/25）　開館からの歴代人気本を展示します。
　「おおいたん作家さん」（10/28 ～ 11/22）大分県出身作家の本を展示します。
●特別企画
　「ゆーふー スタンプラリー」（10/28 ～ 11/8）たくさん本を読んで、ゆーふーのスタンプを集めてください。

お
は
な
し
会

●
由
布
市
立
図
書
館

　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
10
月
21
日
㈬
・
11
月
18
日
㈬

●
庄
内
図
書
館

　
10
月
24
日
㈯　
読
書
ま
つ
り

　
11
月
15
日
㈰

●
湯
布
院
図
書
館

　
〈
毎
月
第
１
木
曜
日
〉

　
11
月
5
日
㈭

10
月
テ
ー
マ
展
示

●
由
布
市
立
図
書
館

　
「
時
代
小
説
を
も
っ
と
楽
し
も
う
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般
「
本
好
き
の
た
め
の
本
」

　
児
童
「
秋
を
感
じ
る
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般
・
児
童

　
「
司
書
お
す
す
め
本
」

第
52
回 

大
分
県
児
童
文
化
祭

●
日
時

　
10
月
31
日
㈯
午
前
10
時
〜

●
場
所

　
は
さ
ま
未
来
館
４
階　
児
童
室

　
今
年
も
大
分
県
児
童
文
化
研
究

会
の
か
た
が
た
に
よ
る
楽
し
い
演

目
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

く ら し インフォメーション

相
談

大
分
県
交
通
事
故
相
談（
無
料
）

～
電
話・面
接
相
談
～

●
相
談
日　
月
曜
日
～
金
曜
日

 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

●
場
所　
大
分
県
庁
舎
別
館
５
階

●
内
容　
被
害
者
・
加
害
者
・
人
身
事

故
・
物
損
事
故
な
ど

問
大
分
県
生
活
環
境
企
画
課

　
交
通
事
故
相
談
所

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
１
６
６

お
金
の
悩
み
相
談
会

●
日
時　
11
月
13
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
は
さ
ま
未
来
館
２
階
小
研
修

室
●
内
容　
借
金
返
済
・
債
務
整
理
な
ど

お
金
に
関
す
る
相
談
に
相
談
員
が
応

じ
ま
す
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。
電
話

に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
お
お
い
た

　
生
活
再
生
相
談
室

　
☎
０
９
７

－

５
３
５

－

７
７
７
７

募
集

事
に
興
味
の
あ
る
方
。

●
日
時　
11
月
15
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
）

●
場
所　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
明
野
東
）

●
募
集
締
切　
11
月
10
日
㈫

申
込
・
問
（
一
社
）大
分
県
介
護
福
祉
士
会

　
☎
０
９
７

－

５
５
１

－

６
５
５
５

お
知
ら
せ

第
34
回
大
分
矯
正
展
を
開
催

～
入
場
料 

無
料 

駐
車
場
あ
り
～

●
開
催
日
時

　
10
月
31
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
11
月
１
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
開
催
場
所　
大
分
刑
務
所

●
内
容　
刑
務
所
作
業
製
品
や
少
年
院

職
業
補
導
製
品
の
展
示
即
売
等

問
大
分
刑
務
所
作
業
部
門

　
☎
０
９
７

－

５
４
６

－

３
１
５
３

湯
布
院
病
院
第
２
回

あ
さ
ぎ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

●
内
容　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
バ
ザ
ー
、

模
擬
店
、
健
康
相
談
等

●
日
時　
11
月
２
日
㈪

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
湯
布
院
病
院
外
来
駐
車
場

問
湯
布
院
病
院　
総
務
企
画
課

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
７
１

大
分
県
美
術
協
会
書
道
部
会

由
布
支
部　
第
８
回
書
作
展

●
日
時　
10
月
29
日
㈭
～
31
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

（
初
日
は
午
後
１
時
～
）

●
場
所　
は
さ
ま
未
来
館
３
階
ロ
ビ
ー

問
担
当　
梅
野

　
☎
０
９
０

－

８
３
５
６

－

７
２
４
２

第
25
回
親
子
と
土
木
の

ふ
れ
あ
い
見
学
会

●
日
時　
11
月
14
日
㈯

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
大
分
駅

●
見
学
場
所　

大
分
川
ダ
ム
（
大
分

市
）、
稲
葉
ダ
ム
（
竹
田
市
）

●
対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
含

む
家
族
（
参
加
無
料
・
昼
食
あ
り
）

●
申
込　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
10
月
23
日
㈮

ま
で
に
左
記
へ
（
定
員
１
０
０
人
）
。

　
〒
８
７
０

－

８
５
０
１

　
大
分
市
大
手
町
３
丁
目
１
番
１
号　

　

a18700@
pref.oita.lg.jp

※
参
加
者
決
定
の
可
否
を
応
募
者
全
員

に
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
大
分
県
建
設
政
策
課

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

４
５
５
５

薬
の
１
１
０
番

 

「
く
す
り
」
に
つ
い
て
の
電
話
相
談

大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
校

「
生
徒
募
集
」

　
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技

能
を
１
年
間
ま
た
は
２
年
間
で
習
得

（
学
生
寮
あ
り
）

●
申
込
期
間

　
10
月
26
日
㈪
～
11
月
11
日
㈬

●
訓
練
期
間　
平
成
28
年
４
月
12
日
～

 

（
１
年
間
ま
た
は
２
年
間
）

●
対
象　
平
成
28
年
３
月
高
等
学
校
卒

業
見
込
み
の
方

●
申
込
・
場
所　
大
分
県
立
大
分
高
等

技
術
専
門
校
（
大
分
市
下
宗
方
）

　
☎
０
９
７

－

５
４
２

－
３
４
１
１

平
成
27
年
度
市
民
公
開
講
座

脳
卒
中
予
防
講
座

 

「
脳
卒
中
予
防
十
か
条
」

●
日
時　
11
月
２
日
㈪

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
場
所　
湯
布
院
病
院
教
育
室

●
講
師　
亀
田
千
佳
氏
（
管
理
栄
養
士
）

　
長
谷
川
美
帆
氏
（
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
認
定
看
護
師
）

問
湯
布
院
病
院

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
７
１

再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

～
受
講
料
無
料
～

　
介
護
の
資
格
を
お
持
ち
で
、
現
在
福

祉
の
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
方
（
介
護

福
祉
士
そ
の
他
）
。
ま
た
、
福
祉
の
仕
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平成27年度在京由布市会総会・懇親会 

運休と変更のお知らせ

変 更 便
変更日 11/5 ㈭

変更内容 スクールバス各コースの帰り第1便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日

湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：15 15：21 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 15：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

11/5
㈭

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発の便
酒 野 線 大学病院 13:25 発の便

〔コミュニティバス〕総合政策課（庄内庁舎）

〔スクールバス〕教育総務課（湯布院庁舎）
☎097-582-1111（内線226）

☎0977-84-3111（内線235）

問い合わせ

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便
の時間を変更して
運行するため、次の便は運休および変更となります。
ご利用の際はお間違えのないようご利用ください。

●日時　11月14日㈯
●場所　ホテルラングウッド日暮里
　　　 （東京都荒川区東日暮里5–50–5）
●受付開始時間　午後４時30分
●総会・懇親会開始時間　午後５時
●閉会予定　午後7時30分
●会費　男性8,000円　女性6,000円
　　　　ご夫婦11,000円
　　　　30歳以下（男性・女性）5,000円
　　　　学生　　 （男性・女性）3,000円
　関東在住の由布市に縁のあるかたがたの会です。
お気軽にご参加ください。本誌を読まれた方はもち
ろん、関東方面で由布市出身者をご存じの方は、総
会・懇親会への参加の呼びかけをお願いします。
●問い合わせ
　在京由布市会事務局　近藤　☎090–8586–1446
　 color@bc4.so-net.ne.jp

パソコン教室参加者募集
川西地区公民館開催

川西地区公民館主催パソコン教室生徒募集
　初心者を対象にワードを使っての学習です。
●申込期限　10月30日㈮まで
●実施期間
　11月24日㈫から12月11日㈮までの間に10回
●学習時間　午後７時～午後９時
●場所　川西地区公民館
●受講料　2,000円
●募集人数　10人（応募者多数の場合は抽選）
※応募者が３人に満たない場合は中止
●申込先・問い合わせ
　川西地区公民館
　☎0977–84–5022

庄内公民館開催
パソコン教室参加者募集！

●期間　11月16日㈪～20日㈮
●時間　午前９時～正午
●場所　庄内公民館
●対象　由布市在住の20歳以上の方
　★初心者大歓迎です！
●内容　短期取得コース
 （エクセル・ワードの基礎を学習します）
●受講料　2,000円
 （別途テキスト代が500円かかります）
●募集人数　10人
※定員を超える場合は抽選を行います。ご了承

ください。
●募集締切　11月５日㈭まで
●問い合わせ
　庄内公民館　☎097–582–0214

く ら し インフォメーション

に
応
じ
ま
す
。

●
期
間　
10
月
17
日
㈯
～
23
日
㈮

●
受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

（
18
日
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

問
公
益
社
団
法
人
大
分
県
薬
剤
師
会

　
☎
０
９
７

－

５
４
４

－

９
５
１
２

１
１
９
通
報
の
受
信
お
よ
び

出
動
体
制
の
変
更
に
つ
い
て

　
由
布
市
消
防
本
部
で
は
現
在
、
通
信

指
令
セ
ン
タ
ー
を
整
備
中
で
す
。
通
信

指
令
セ
ン
タ
ー
を
導
入
す
る
と
、
全
て

の
１
１
９
通
報
を
挾
間
の
消
防
署
で
受

信
し
、
最
寄
り
の
緊
急
車
両
を
出
動
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
運
用
開
始
日

は
、
11
月
25
日
㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
由
布
市
消
防
本
部
警
防
課

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
５
０
０

環
境
講
演
会
の
ご
案
内

　
由
布
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議

会
主
催
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
演
題 

「
地
球
」
は
み
ん
な
の
も
の

だ
！
～
地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象
を

考
え
る
～

●
期
日　
10
月
27
日
㈫ 

午
前
９
時
30
分
～

●
場
所　
庄
内
庁
舎
２
階
健
康
増
進
室

●
講
師　
大
分
県
環
境
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー　
花
宮
廣
務
氏

※
参
加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要

問
環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

※写真は、昨年の総会・懇親会の様子です。

　１９１５年（大正４年）に開業し、久大本線の基となった大湯鉄道。大分川流域地域の発展を目指し、私鉄を走ら
せるという大事業を成し遂げたのがちょうど今から百年前。この偉大な功績を今一度評価し、後世へと語り継いでい
くこと、そして未来へ向けた新しい地域活性化を目指し、沿線住民が心をひとつにして推進することを目的として記
念すべき百周年を記念祭として盛大に開催いたします。たくさんのイベントが行われますのでぜひご参加ください。

問豊後大正ロマン街道　大湯鉄道物語実行委員会事務局　☎097-582-0094

各種
イベント

●はさま未来館…写真コンテスト応募作品展示・俳句コンテスト応募作品展示・大湯鉄道歴史展
●大分駅…………一日駅長任命式・神楽演舞・特別列車出発式・陣屋太鼓・由布市物産展
●向之原駅………源流はさま太鼓・大湯鉄道スタンプラリー・吉本興業お楽しみステージ・上市神楽演舞・なぎなた演武・餅まき
　　　　　　　　ミニＳＬ・由布市フードフェスタ・人力車・餅まき・鉄道模型運転会
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贅
沢
な
造
り
な
の
で
野
外
で
は
な
く
、

室
内
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
運
動
会
な
ど
人
が
大
勢
集
ま
る
時

に
は
、
大
き
な
も
の
か
ら
小
さ
な
も

の
へ
順
番
に
重
ね
て
組
み
入
れ
の
で

き
る
「
入
子
式
の
重
箱
」
が
重
宝
さ

れ
ま
し
た
。

　
資
料
館
の
展
示
品
は
、
大
阪
・
堺

の
春
慶
塗
の
重
箱
で
、
一
番
大
き
な

物
は
長
さ
40
㎝
、
深
さ
が
10
㎝
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
重
箱
は
6
段
あ
り
ま

す
。
こ
の
6
段
の
重
箱
に
、
た
く
さ

ん
の
御
馳
走
が
詰
め
ら
れ
て
い
た
の

か
と
想
像
す
る
と
、
と
て
も
迫
力
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
す
。

　
今
で
は
め
っ
た
に
そ
ん
な
大
き
な

重
箱
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
重
箱
に
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で

人
々
が
秋
の
豊
か
な
実
り
へ
感
謝
し

な
が
ら
、
重
箱
を
囲
ん
で
ま
つ
り
や

行
楽
を
楽
し
ん
で
い
た
様
子
を
、
少

し
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
気
が
し

ま
す
。

　
秋
。
新
米
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

サ
ト
イ
モ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
豆
な
ど
の

畑
の
収
穫
物
、
山
に
は
栗
や
柿
な
ど

が
実
り
、
１
年
の
う
ち
で
最
も
食
事

が
お
い
し
く
な
る
季
節
で
す
。
ま
た
、

秋
は
気
候
が
良
い
の
で
旬
の
食
材
で

作
っ
た
御
馳
走
を
持
っ
て
出
か
け
る

機
会
も
増
え
ま
す
が
、
そ
こ
で
活
躍

す
る
の
が
弁
当
箱
・
重
箱
で
す
。

　
今
回
は
弁
当
箱
・
重
箱
の
お
は
な

し
で
す
。

　
重
箱
の
歴
史
は
古
く
、
室
町
時
代

に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で

す
。
広
く
普
及
し
は
じ
め
た
の
は
、

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
事
で
、

武
家
や
大
名
が
狩
り
や
花
見
に
出
か

け
る
際
に
、
漆
塗
り
や
蒔ま

き
え絵
の
豪
華

な
重
箱
に
料
理
を
詰
め
て
持
ち
運
ん

だ
そ
う
で
す
。
や
が
て
、
庶
民
の
間

で
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
資
料
館
に
展
示
し
て
あ
る
弁
当
箱

は
、
普
段
は
箱
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
る
の
で
す
が
、
使
用
す
る
時
は
両

側
に
開
く
と
い
う
凝
っ
た
作
り
の
も

の
で
す
。
中
に
仕
切
り
が
４
段
あ
り
、

１
番
上
に
は
朱
塗
り
の
小
皿
が
５
枚
。

そ
の
下
に
３
段
、
そ
れ
ぞ
れ
落
ち
着

い
た
色
合
い
の
重
箱
の
形
を
し
た
弁

当
箱
が
３
つ
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
はさま未来館　11月 7日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　11月 6日㈮ 午前９時～午前11時
湯布院庁舎　　11月18日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
庄内庁舎　　　11月 2日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
※庄内庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場

合のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は庄内庁舎は総務課、挾間および湯布院庁舎は各地域振

興課へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
挾間庁舎　　　11月17日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　　11月18日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　11月10日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言・相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　　11月20日㈮ 午後１時～午後３時
庄内庁舎　　　11月13日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　11月 6日㈮ 午後１時～午後３時
問総務課総務係（庄内庁舎）
　☎097–582–1111（内線205）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　11月１日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　11月１日㈰ 12：30～
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人の
ために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

国民年金保険料の納付は、
口座振替がおトクです

　国民年金保険用の納付には、口座振替が
ご利用になれます。
　口座振替をご利用されますと、保険料が
自動的に引き落とされるので金融機関など
に行く手間が省ける上、納め忘れもなくと
ても便利です。また、口座振替には当月分
保険料を当月末に引き落とさせていただく
ことにより月々50円割引される早割制度
や、現金納付よりも割引額が多い６ヵ月前
納・１年前納もあり大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または
年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参の
上、ご希望の金融機関または年金事務所へ
お申し出ください。
………………………………………………

日本年金機構ホームページ
http://www.nenkin.go.jp/ 

問大分年金事務所　☎097–552–1211

●市県民税　３期分
●後期高齢者医療保険料（普通）　４期分
●国民健康保険税（普通）　５期分
●介護保険料（普通）　５期分
●入湯税　10月期分（９月分）
納期限　平成27年11月２日㈪

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳し
くは市民課・税務課（☎ 0 9 7 – 5 8 2 – 1 1 1 1 ）まで
お問い合わせください。
10
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3湯/庄

4 5 6 7 8 9 10挾 挾 湯 湯/庄 庄
11 12 13 14 15 16 17挾 湯 湯/庄 庄
18 19 20 21 22 23 24挾 挾 湯 湯/庄 庄
25 26 27 28 29 30 31挾 挾 湯 湯/庄 庄

11
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7挾 湯 湯/庄 庄
8 9 10 11 12 13 14挾 挾 湯 湯/庄 庄
15 16 17 18 19 20 21挾 挾 湯 湯/庄 庄
22 23 24 25 26 27 28挾 湯 湯/庄 庄
29 30 挾

※①　10月2日㈮については、業務の都合により延長窓口を閉庁
します。ご了承ください。

※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り
扱いできません。

編
集
後
記

▼
表
紙
は
、
お
や
じ
の
会

を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ん

の
熱
き
想
い
が
伝
わ
る
あ

た
た
か
い
一
場
面
で
す
。

保
護
者
の
方
た
ち
の
応
援

を
受
け
、
３
年
生
み
ん
な

勇
気
づ
け
ら
れ
た
よ
う
で

し
た
。（
た
）

▼
暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、

涼
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
過
ご
し
や
す
い
秋
だ

か
ら
こ
そ
、
足
取
り
軽
く

外
出
も
い
い
で
す
ね
。
今

月
号
の
９
ペ
ー
ジ
に
は
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
あ
）

人　
　口 ひとの動き
総人口  35,469人（＋7）
世帯数  15,493戸（＋34）

男  17,009人（＋19）
女  18,460人（ー12）

９月30日現在 （　 ）は前月比

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

　 農業サポーター

〔
問
い
合
わ
せ
〕

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課（
湯
布
院
公
民
館
）

 

☎
０
９
７
７-

８
４-

２
６
０
４

歴 史 民 俗 資 料 館 報

秋
冬
野
菜
の
管
理
と

越
冬
野
菜
の

播
種
、
定
植
に
つ
い
て

●
キ
ャ
ベ
ツ

　
初
期
生
育
で
い
か
に
葉
数
を
確
保
す
る
か
で
球
の
肥
大
が
決
ま
り
ま

す
。
定
植
2
週
間
後
に
1
回
目
の
追
肥
、
そ
の
後
も
20
日
に
1
回
の
追

肥
を
し
、
結
球
開
始
期
に
最
後
の
追
肥
を
し
ま
す
。

●
は
く
さ
い

　
結
球
開
始
ま
で
に
葉
数
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
肥
料
切
れ
し
な
い
よ
う
に
、

1
回
目
は
定
植
2
週
間
後
、
そ
の
後
も
2
週
間
に
１
回
程
度
結
球
開
始
期
ま

で
数
回
行
い
ま
す
。
外
葉
を
大
き
く
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

●
ジ
ャ
ガ
イ
モ

　
芽
が
出
て
き
た
ら
、
勢
い
の
よ
い
芽
を
2
本
残
し
あ
と
は
摘
み
取
り
ま
す
。

　
芽
か
き
後
に
軽
く
追
肥
し
て
土
寄
せ
し
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
土
寄
せ
で

収
穫
量
を
あ
げ
ま
す
。

●
ダ
イ
コ
ン
・
ニ
ン
ジ
ン

　
堆
肥
や
肥
料
、
土
の
塊
が
あ
る
と
短
く
、
岐
根
や
裂
根
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
生
育
初
期
に
肥
料
過
多
に
な
る
と
伸
び
ま
せ
ん
。
状
況
を
見
な

が
ら
後
半
に
追
肥
で
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
生
育
前
半
は
根
が
縦
に
伸
び
、
後

半
に
太
り
ま
す
。

●
タ
マ
ネ
ギ

　
10
月
末
か
ら
定
植
可
能
で
す
。
大
苗
ほ
ど
収
穫
時
期
に
ト
ウ
立
ち
し
、
男

タ
マ
ネ
ギ
に
な
り
ま
す
。
直
径
３
～
５
ミ
リ
の
も
の
を
使
い
ま
す
。
連
作
も

可
能
で
す
。

タ
マ
ネ
ギ
豆
知
識

　
タ
マ
ネ
ギ
は
収
穫
後
、
軒
下
に
吊
る
し
た
り
冷
暗
所
で
貯
蔵
し
ま
す
。
途
中
で
腐

敗
し
た
り
腐
っ
て
落
ち
た
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
タ
マ
ネ
ギ
に
は
極
早
生
、
早
生
、
中
手
、
晩
生
な
ど
収
穫
時
期
の
違
う
品
種
が
多

く
あ
り
ま
す
。
一
部
を
除
き
晩
生
ほ
ど
貯
蔵
性
に
優
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
早
生
種
を

吊
る
す
と
７
、８
月
位
か
ら
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
早
く
食
べ
れ
る
早
生
種
と
12
月
ま

で
貯
蔵
で
き
る
晩
生
種
を
植
え
分
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

※①
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奥
お く

 香
か す み

純ちゃん
平成２４年１０月１７日　挾間町古野

秋の火災予防週間　11月9日▶11月15日
『無防備な 心に火災が かくれんぼ』 防火標語

市
報

ゆ
ふ

2015.10　
vol.121

■
発

行
　

由
布

市
役

所
　

　
■

編
集

　
総

務
部

総
務

課
■

印
刷

　
株

式
会

社
イ

ン
タ

ー
プ

リ
ン

ツ
〒

879-5498 由
布

市
庄

内
町

柿
原

302番
地

　
TEL097-582-1111

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.city.yufu.oita.jp/

こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

文
・
首
藤 

奉
文

　空気が乾燥し火災が発生しやすい時季となります。火災予防に関す
る意識を高めていただくことで、火災の発生を防止し、火災による死
傷者の発生や財産の損失を防ぐことを目的としています。

◆焚き火をするときは、水バケツ・消火の準備をしましょう。
◆田のくろ（畦）、草などを焼く場合は、消防署に届け出をしましょう。
◆乾燥した日、風の強い日には焚き火、田のくろ焼きなどはやめま

しょう。
◆灰皿に水を入れるなど、事前に準備をしましょう。
◆タバコの吸い殻は、こまめにかたづけましょう。

問 消防本部予防課　☎097–583–1500

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
朝
の
５
時
30
分
ご
ろ
外
に
出
て
み
る
と
、
庭
中
に
キ
ン
モ
ク

セ
イ
の
何
と
も
言
え
な
い
良
い
香
り
が
充
満
し
て
い
ま
す
。
新

鮮
で
、
あ
ま
～
く
、
優
し
く
、
桃
の
よ
う
な
、
う
ま
く
表
現
で

き
ま
せ
ん
が
そ
ん
な
香
り
。
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
香
り
を
独
り

占
め
に
す
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
、
し
か
し
連
れ
合
い
も
起
き

て
は
来
ま
せ
ん
。
な
ら
ば
と
ば
か
り
、
体
中
に
満
ち
あ
ふ
れ
る

よ
う
に
力
一
杯
深
呼
吸
を
し
ま
し
た
。
最
高
の
気
分
で
す
。

　
昔
か
ら
「
早
起
き
は
三
文
の
得
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

お
金
で
は
買
え
な
い
得
を
し
た
気
持
ち
で
す
。
き
っ
と
神
様
が

早
く
起
き
た
こ
と
の
ご
褒
美
を
下
さ
っ
た
の
だ
と
思
い
感
謝

で
す
。
毎
年
10
月
号
の
原
稿
を
書
く
こ
ろ
は
９
月
の
終
わ
り
、

ち
ょ
う
ど
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
時
期
で
す
。
過
去
の
記
事
を
読
ん

で
み
る
と
必
ず
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
こ
と
が
一
言
あ
り
ま
す
。
こ

の
香
り
は
本
格
的
な
秋
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
ね
。

　
秋
と
言
え
ば
今
年
の
秋
は
、
わ
が
由
布
市
に
と
っ
て
合
併
10

周
年
と
い
う
節
目
の
秋
で
す
。
10
月
11
日
に
「
合
併
10
周
年
記

念
式
典
」
を
行
い
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
あ
っ
と
言
う
間

の
10
年
間
で
し
た
。
合
併
へ
の
期
待
と
不
安
、
戸
惑
い
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
思
い
の
中
で
の
船
出
で
す
。
そ
こ
に
は
気
候
や
風
土
、

そ
し
て
、
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
生
活
習
慣
の
違
い
が
立

ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
努
力
の
お
か
げ
で
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
融
和
が
進
み
、
〝
由

布
市
民
だ
〟
と
い
う
一
体
感
が
生
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
由
布
市
の
発
展
が
進
み
ま
す
。
式
典
に
は
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
思
い
出
に
残
る
も
の
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
！

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
忙
し
い
秋
で
す
。
無
理
を
し
な
い
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”　由布市では平成25年３月24日に健康立市を宣言しました。

Happy Birthday

あなたの
生まれた
大切な日

　お誕生日コーナーへの掲載
を希望される保護者の方は、
事前に総務課（☎097–582–
1111 内線208）へ電話でお
申し込みください。対象は３
歳以下で、市報ゆふのお誕生
日コーナーに掲載されたこと
がない方とします（先着順）。
11月生まれの申込締切は10
月19日㈪、12月生まれの申
込締切は11月17日㈫です。佐

さ と う

藤 駿
し ゅ ん た ろ う

太郎くん
平成２６年１０月１日生　庄内町長野

20市報ゆふ　2015.10


